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審　議　経　過 

 事務局 それでは、定刻となりましたので、ただいまから令和４年度第３回川西市介護保険運営協議会を開会いた

します。 

私は、本日司会を務めます福祉部介護保険課の松永でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は、委員の皆さま方には何かとご多忙のところ、ご参集賜り誠にありがとうございます。 

まず初めに、本日の会議録を作成するため、録音させていただきますので、ご了承くださいますようお願

いいたします。なお、会議録の確認については、会長にご一任くださいますようお願いいたします。 

また、介護保険事業計画の策定にご協力いただくジャパンインターナショナル総合研究所の担当者が出

席しておりおりますので、ご了承くださいますようお願いいたします。 

大塚会長がまだ来られていないため、職務代理者である上農委員にこれ以後の議事進行をお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 会長 

職務 

代理者

それでは、委員の出席について、確認させていただきます。 

委員１５名中、本日この時点でご出席いただいておりますのは８名でございます。 

よって、川西市介護保険運営協議会規則第３条第４項の規定に基づき、本日の協議会は成立しておりま

す。みなさまの活発な意見交換を期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

傍聴の方はおられますか。 

 事務局 現在２名の方にお越しいただいております。 

 会長 

職務 

代理者

　それでは、議事に入ります前に、事務局より資料の確認をお願いいたします。

 事務局 それでは、資料の確認をさせていただきます。 

まず、本日の会議の次第と委員名簿を机上にお配りしております。 

次に、「資料１　令和４年度川西市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査　結果報告書（速報版）」、 

「資料２　令和４年度川西市在宅介護実態調査結果報告書（速報版）」、「資料３　「川西市高齢者保健福祉

計画・第９期介護保険事業計画｣及び｢認知症対策アクションプラン｣策定スケジュール」、「令和４年度第３回

川西市介護保険運営協議会　意見提出書」、「地域包括支援センターの冊子」」以上５点の資料お配りして

おります。 

　　

 会長 

職務 

代理者

皆さま、資料はお揃いでしょうか。 

続いて、本日のスケジュールについて説明をお願いいたします。 

 事務局 本日は、全体会のみ開催するため午後３時頃までに終了する予定です。



 会長 

職務 

代理者

それでは、次第に沿って会議を進めてまいります。 

協議事項「川西市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定に向けた各種調査の結果 

（速報値）について」です。 

事務局の説明を求めます。 

 事務局 福祉部介護保険課地域包括ケア推進担当課長の貞松と申します。 

川西市では、本市が目指すべき高齢者保健福祉の基本的な方針と具体的に取り組むべき施策を明らか

にするとともに、介護保険給付の円滑な実施を図るため、３年を１期とする川西市高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画を策定し、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らし続けることのできるまちづ

くりを計画的に推進しています。 

介護保険法第１１７条第５項では、市町村は日常生活圏域ごとの被保険者の心身の状況や置かれている

環境などの事情を正確に把握したうえで介護保険事業計画を策定するよう努めるものとされていることから 

令和６年から令和８年度までの３年間を計画期間とする「川西市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事

業計画」の策定に先立ちまして、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」と「在宅介護実態調査」の２種類の

調査を実施し、速報版としてとりまとめましたのでご報告させていただきます。なお、集計につきましてはほ

ぼ完了しておりますが、体裁や内容の修正等がまだ若干必要ですので、今回は速報版という形で配布させ

ていただいております。本来なら、会議の１週間前までに資料を送付させていただく必要がございましたが、

できる限り集計内容を掲載できるようにしたいということから、当日配布とさせていただきました。ここでお詫

びを申し上げます。 

本日のご報告の流れといたしましては、介護保険事業計画策定にご協力いただいているジャパンインタ

ーナショナル総合研究所の担当者から調査の概要を説明し、続いて事務局から調査結果をご報告させてい

ただきます。なお、「資料１　川西市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」と「資料２　川西市在宅介護実態

調査」の２種類の調査結果のご報告をさせていただき、引き続き「資料３　川西市高齢者保健福祉計画・第９

期介護保険事業計画」策定に係るスケジュールをご説明させていただいた後、質疑応答の時間をとらせて

いただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

では、「資料１　川西市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の説明からはじめさせていただきます。調査

の概要について、ジャパンインターナショナル総合研究所の國田（クニタ）様よろしくお願いします。 
　

 ジ ャパ

ン総研

　ジャパンインターナショナル総合研究所の研究員の國田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

「資料１　川西市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の概要をご説明させていただきます。１ページ目

「アンケートの概要」をご覧ください。 

調査の目的は、要介護状態になる前の方の状況を把握したいということで書かれてますけれども、基本

的には国が指定してる全国一斉調査の設問を中心にさせていただいております。加えて、川西市として今回

お聞きしたい質問などが入っているアンケートであるとお考えください。ですので、基本は全国一斉調査とい

うことになっております。 



 実施の概要としては、今回の調査に関しましては「要介護１以上の認定者を除く一般の高齢者・要支援者

総合事業の対象者４，０００人」を対象とし実施させていただきました。調査期間は、令和５年１月２４日から

同年２月１０日までとしており、４，０００件のアンケートを発送しました結果２，６７６件の回答をいただきまし

て回収率が６６．９％となっております。この回収率は、近年の社会調査の中ではそんなに悪い数字ではな

い、むしろ高い部類であるとご理解いただきたいと思います。 

報告書の見方について、各数値を四捨五入しておりますので調査結果の合計が１００％になっている場

合やなっていない場合もございますのでご理解ください。複数回答の問題について、各選択肢に対する回答

率なので合計しても１００％を超えるようになっております。図の中で無回答とあるものについては、回答の

判別ができないもの、もしくは回答のなかったものということになります。例えば、選択肢の中間に丸をされ

た場合も無回答の扱いになっております。資料の中で「n＝○○○」といった表記がございますが、これはそ

れぞれの選択肢を選ばれた方の人数、クロス集計又は年齢別で年齢ごとに何人対象になったとかを表して

いる数字でございます。また、本文中あまりに文章が長い選択肢は省略してる場合もございますので、ご了

承いただければと思います。説明は以上となります。 

 事務局 引き続き、事務局から調査結果についてご説明いたします。本調査項目は多岐にわたっており、時間の

都合上すべてご説明できませんので抜粋してご説明いたします。 

資料１の２ページをご覧ください。 

『調査票を記入されたのはどなたですか。』という設問で、「あて名のご本人が記入」が８２．８％を占めて

います。性別は「男性」が４４．８％、「女性」が５５．１％となっております。年齢は「７０～７４歳」が２５．２％で

最も高く、次いで「７５～７９歳」が２５．０％、「８０～８４歳」が２０．８％で続いています。 

３ページをご覧ください。小学校区ごとの回答状況です。 

「明峰小学校区」が１４．９％で最も高く、次いで「多田東小学校区」が７．２％、「緑台小学校区」が７．１％

と続き、中学校区では「東谷中学校区」が１５．２％で最も高く、次いで「明峰中学校区」が１４．９％、「多田中

学校区」が１４．２％で続いています。 

５ペ－ジをご覧ください。アンケートの基本項目になります。 

【１．あなたのご家族や生活状況について】という内容で、『問１（１）　家族の構成をお教えください』では、

「夫婦２人暮らし(配偶者６５歳以上)」が５０．１％で突出しており、「１人暮らし」が１６．９％でした。『その方々

が、おおむね３０分以内で行き来できる範囲にご家族や親戚などがいらっしゃいますか』というご質問では

「はい」が５６．７％を占めており、『問１（３）普段の生活でどなたか介護・介助が必要ですか』というご質問に

対しては、「必要ない」という方が８６．４％を占めておりました。 

６ページをご覧ください。 

先ほどの設問において【「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」「現在、何らかの介護を

受けている」と回答した方】のうち、『問１（４）　介護・介助が必要になった主な原因はなんですか』という設問

では、「高齢による衰弱」が３１．０％で突出し、他にも「骨折・転倒」「その他」が１８．４％で続いております。 

７ページをご覧ください。 



 介護・介助が必要になった主な原因を年齢別にみますと、『６５歳以上７０歳未満』では「がん（悪性新生

物）」が最多で、『７５歳以上８０歳未満』では「脳卒中」、『８０歳以上８５歳未満』『８５歳以上』では「心臓病」

「高齢による衰弱」、『８５歳以上』では「骨折・転倒」の割合が高くなっています。 

８ページをご覧ください。 

地区別では、『川西中学校区』『緑台中学校区』では「高齢による衰弱」、『明峰中学校区』では「関節の病

気（リウマチ等）」、『多田中学校区』では「糖尿病」の割合が他の地区と比べて高くなっています。 

９ページをご覧ください。 

『問１（６）　現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか』というご質問に対して、「ふつう」が 

５８．０％で突出しています。「やや苦しい」が２３．５％、「ややゆとりがある」が８．７％で続いております。 

１０ページをご覧ください。 

『現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか』という設問を年齢別でみますと、「６５歳以上 

７０歳未満」｢７５歳以上８０歳未満｣では、他の年齢層と比べて「苦しい」（「大変苦しい」「やや苦しい」を合わ

せた割合）が高くなっております。 

地区別では、『川西南中学校区』『多田中学校区』では「苦しい」（「大変苦しい」「やや苦しい」を合わせた

割合）が他の地区と比べて高くなっています。 

１１ページをご覧ください。 

『問１（７）　お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか』では、「持家（一戸建て）」が８０．１％

で突出しています。 

１２ページから４５ページまでの【２．体を動かすこと】【３．食べること】【４．毎日の生活について】は、１１３

ページ以降の《Ⅲ.健康リスクの状態》で説明しますので、一旦割愛させていただきます。 

４６ページをご覧ください。 

【５．地域での活動について】という設問の、『問５（１）①　「ボランティアのグループ」にどのくらいの頻度で

参加していますか』では、「参加していない」が６５．５％で突出しています。 

『問５（１）②　「スポーツ関係のグループやクラブ」にどのくらいの頻度で参加していますか』では、「参加し

ていない」が５５．５％で突出しています。「週２～３回」が７．６％、「週１回」が６．０％で続いています。 

４８ページをご覧ください。 

『問５（１）⑤　「介護予防のための通いの場」にどのくらいの頻度で参加していますか』では、「参加してい

ない」が６８．０％で突出しています。「年に数回」が２．１％、「週１回」が１．６％で続いています。 

『問５（１）⑥　「老人クラブ」にどのくらいの頻度で参加していますか』では、「参加していない」が６８．８％

で突出しています。「年に数回」が２．７％、「月１～３回」が２．２％で続いています。 

４９ページをご覧ください。 

『問５（１）⑦　「町内会・自治会」にどのくらいの頻度で参加していますか』では、「参加していない」が 

５５．１％、「年に数回」が１５．１％、「月１～３回」が４．３％で続いています。 

『問５（１）⑧　「収入のある仕事」にどのくらいの頻度で参加していますか』では、「参加していない」が 

５９．６％で突出しています。「週４回以上」が７．４％、「週２～３回」が５．８％で続いています。 



 『問５（２）　地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地

域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思いますか』では、「参加して

もよい」が５０．０％を占めています。 

５０ページをご覧ください。 

『参加者として参加したいか』を年齢別でみますと、『６５歳以上７０歳未満』『７０歳以上７５歳未満』では

「参加してもよい」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 

『問５（３）　地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地

域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたいと思いますか』

では、「参加したくない」が５７．１％を占めています。 

５１ページをご覧ください。 

『企画・運営として参加したいか』を年齢別でみますと、『６５歳以上７０歳未満』では「参加してもよい」の割

合が他の年齢層と比べて高くなっています。 

５５ページをご覧ください。【６．たすけあいについて】です。 

『問６（３）　あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人はいますか』では、「配偶

者」が６４．４％で突出しています。「別居の子ども」が３４．２％、「同居の子ども」が１９．７％で続いておりま

す。性別でみると、『男性』は『女性』に比べて「配偶者」の割合が高くなっており、『女性』は『男性』に比べて

「同居の子ども」「別居の子ども」の割合が高くなっています。 

５６ページをご覧ください。 

年齢別でみますと、『６５歳以上７０歳未満』は「配偶者」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 

『８５歳以上』では「同居の子ども」の割合が高くなっています。 

５７ページをご覧ください。 

『問６（４）　反対に、看病や世話をしてあげる人はいますか』では、「配偶者」が５８．６％で突出していま

す。「別居の子ども」が２１．６％、「そのような人はいない」が１９．２％で続いています。 

５９ページをご覧ください。 

『問６（５）　あなたは、家族などの介護をした経験がありますか』では、「今まで介護の経験はない」が 

４５．５％で最も高く、次いで、「以前、家族などを介護していた」が４２．９％、「現在、同居の家族などを介護

している」が５．３％で続いております。性別でみますと『男性』は『女性』に比べて「今まで介護の経験はな

い」の割合が高くなっています。また、『女性』は『男性』に比べて「以前、家族などを介護していた」の割合が

高くなっています。 

６１ページをご覧ください。 

『問６（６）　家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください』では、「そのような

人はいない」が４４．１％で突出しています。「医師・歯科医師・看護師」が２５．６％、「地域包括支援センタ

ー・市役所・支所」が１８．４％で続いており、性別では『男性』は『女性』に比べて「そのような人はいない」の

割合が高くなっています。 

６２ページをご覧ください。 



 『問６（７）　友人・知人と会う頻度はどれくらいですか』では、「月に何度かある」が２７．４％で最も高くなっ

ています。次いで「週に何度かある」が２６．０％、「ほとんどない」が１９．６％で続いており、性別でみますと

『男性』は『女性』に比べて「ほとんどない」の割合が高くなっており、『女性』は『男性』に比べて「週に何度か

ある」の割合が高くなっています。 

６３ページをご覧ください。 

年齢別では、『85 歳以上』では「ほとんどない」の割合が高くなっています。 

６４ページをご覧ください。 

『問６（８）　よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか』では、「近所・同じ地域の人」が３７．６％で最も高

くなっています。次いで「趣味や関心が同じ友人」が３６．１％、「仕事での同僚・元同僚」が２７．３％で続いて

います。性別では、『男性』は『女性』に比べて「仕事での同僚・元同僚」「いない」の割合が高くなっていま

す。『女性』は『男性』に比べて「近所・同じ地域の人」「趣味や関心が同じ友人」の割合が高くなっています。 

６５ページをご覧ください。 

年齢別では、『６５歳以上７０歳未満』『７０歳以上７５歳未満』では「仕事での同僚・元同僚」の割合が高く、

『７５歳以上』では「近所・同じ地域の人」の割合が高くなっています。 

６６ページをご覧ください。 

『問６（９）　あなたが実際に行っている近所づきあいはどのようなものですか』では、「あいさつ程度」が 

４２．９％で最も高くなっています。次いで「世間話を交わす程度」が３６．９％、「相談したり助け合う」が１２．

７％で続いています。 

６８ページをご覧ください。 

『問６（９）』において「関わりがない」と回答した方において、『問６（10）　近所との関わりがない理由は何で

すか』では、「特に意識したことがなかったため」が４１．０％で最も高くなっています。次いで「関わる必要が

ないため」「人と関わるのが面倒なため」が３２．１％で続いており、《性別》では、『女性』は『男性』に比べて

「時間がないため」の割合が高くなっています。 

６９ページをご覧ください。 

『問６（１１）　あなたご自身がご近所で手助けや協力ができることがありますか』では、「話し相手や相談相

手」が３０．７％で最も高くなっています。次いで「ごみ出し」が２９．３％、「なし」が２７．８％で続いています。 

７０ページをご覧ください。 

性別では、『男性』は『女性』に比べて「外出の際の移動支援（通院を含む）」「電球や蛍光灯などの交換」

「庭木の手入れ」「草むしり、草刈り」の割合が高くなっています。『女性』は『男性』に比べて「話し相手や相談

相手」「食事の支度や後片付け」の割合が高くなっています。 

７１ページをご覧ください。 

【７．健康について】の『問７（１）　現在のあなたの健康状態はいかがですか』では、「まあよい」が７０．１％

を占めており、年齢別では、年齢が上がるにつれて「よくない」（「あまりよくない」「よくない」を合わせた割合）

が高くなっています。 

７２ページをご覧ください。 



 地区別では、『清和台中学校区』では「よい」（「とてもよい」と「まあよい」を合わせた割合）が他の地区と比

べて高くなっています。 

７３ページをご覧ください。 

『問７（２）　あなたは、現在どの程度幸せですか』という設問では、「８点」が２５．８％で最も高くなってお

り、「５点」、「７点」と続いております。 

７３ページの下段から７５ページの項目についても、「Ⅲ．健康リスクの状態」でご説明しますので割愛いた

します。 

７９ページをご覧ください。 

『問７（７）　現在治療中、または後遺症のある病気はありますか』では、「高血圧」が４１．５％で突出してい

ます。「ない」が１７．１％、「目の病気」も１７．１％で続いており、 

８０ページをご覧ください。 

性別でみますと『男性』は『女性』に比べて「高血圧」「心臓病」「糖尿病」「腎臓・前立腺の病気」の割合が

高くなっています。『女性』は『男性』に比べて「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」の割合が高くなって

います。 

８２ページをご覧ください。 

『問７（８）　あなたの健康の秘訣はなんですか』では、「肉、魚、野菜、乳製品などバランスの良い食事をと

っている」が５２．４％で最も高くなっています。次いで「定期的に受診している」が４６．７％、「定期的にウォ

ーキングなど自分で運動している」が４３．２％で続いています。 

８３ページをご覧ください。 

『問７（８）　あなたの健康の秘訣はなんですか』の設問を性別でみると、『男性』は『女性』に比べて「定期

的にウォーキングなど自分で運動している」「睡眠を十分とっている」の割合が高くなっています。 

『女性』は、『男性』に比べて「肉、魚、野菜、乳製品などバランスの良い食事をとっている」「水分を十分に

とるようにしている」の割合が高くなっています。 

８４ページをご覧ください。 

【８．必要な支援について】の『問８（１）　現在、日常生活の中で、手助けしてほしいと思うことがあります

か』では、「なし」が５２．５％で突出しています。「庭木の手入れ」が７．２％、「大型ごみの処理」が７．１％で

続いています。 

８５ページをご覧ください。 

『問８（１）　現在、日常生活の中で、手助けしてほしいと思うことがありますか』という設問について、年齢

別では、若い年齢ほど「なし」の割合が高くなっておりますが、『80 歳以上』では「外出の際の移動支援（通院

含む）」の割合が高くなっています。 

８６ページをご覧ください。 

『問８（１）』において「手助けしてほしいと思うことがある」と回答した方のうち、『問８（２）　ボランティアによ

る支援があれば利用しますか』では、「わからない」が３２．４％で最も高く、次いで「無償ボランティアを利用

する」が２６．４％、「有償ボランティアを利用する」が１７．７％で続いています。 



 ８７ページをご覧ください。 

地区別では、『明峰中学校区』では「有償ボランティアを利用する」、『多田中学校区』では「利用しない」の

割合が他の地区と比べて高くなっています。 

８８ページをご覧ください。 

『問８（３）　あなたが住んでいる地域でずっと暮らし続けるためには、介護保険サービス以外にどのような

サービスがあればよいですか』では、「外出の際の移動支援サービス」が３４．５％で最も高くなっています。

次いで「介護予防を含めた健康事業」が２１．０％、「定期的に声をかけてくれる見守り」が１７．６％で続いて

います。地区別では、『明峰中学校区』『緑台中学校区』では「外出の際の移動支援サービス」の割合が他の

地区と比べて高くなっています。 

８９ページをご覧ください。 

『問８（３）』において「外出の際の移動支援サービス」と回答した方の中で『問８（４）　どのような時に移動

支援サービスを利用したいと思われますか』では、「通院」が４８．９％で最も高く、次いで「買い物」が２２．

７％、「公共交通機関利用のため」が１１．４％で続いています。 

年齢別では、『８５歳以上』では「通院」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 

９０ページをご覧ください。 

『問８（４）』の回答を地区別でみますと、『川西南中学校区』『多田中学校区』では「通院」の割合が他の地

区と比べて高くなっています。 

９１ページをご覧ください。 

『問８（５）　あなたが住んでいる地域でずっと暮らし続けるためにはどのような施設が必要ですか』では、

「医療施設」が３９．３％で最も高くなっています。次いで「介護施設」が２６．４％、「コンビニやスーパー」が２

６．２％で続いています。 

９２ページをご覧ください。 

地区別でみると、『川西中学校区』では「幅広い年代が集まれる場所」、『明峰中学校区』では「コンビニや

スーパー」、『東谷中学校区』では「医療施設」の割合が他の地区と比べて高くなっています。 

９３ページをご覧ください。 

【９．認知症対策について】は、今回初めて市の独自項目として調査しています。 

『問９（１）　認知症の予防や早期発見に関して、どのような支援や仕組みがあればよいと思いますか』で

は、「認知症の検査を近所で受けられる場所や仕組み」が３７．０％で最も高くなっています。次いで「認知症

の専門医に相談できる場所や仕組み」が３６．８％、「認知症の予防や早期発見に関するチェックリストやパ

ンフレット」が２８．６％で続いています。 

９４ページをご覧ください。 

年齢別でみると、『６５歳以上７０歳未満』では「認知症の専門医に相談できる場所や仕組み」「認知症診

断医療費の助成」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 

９５ページをご覧ください。 

『問９（２）　あなたや家族が認知症になった場合、どのような支援やサービスがあればよいと思いますか』



 では、「入所して支援を受けることのできる施設」が４３．６％で最も高くなっています。次いで「通所して支援

を受けることのできる施設」が４２．３％、「医療費に対する助成」が３６．２％で続いています。 

９６ページをご覧ください。 

年齢別でみると、『６５歳以上７０歳未満』では「入所して支援を受けることのできる施設」「医療費に対する

助成」の割合が他の年齢層と比べて高くなっています。 

９７ページをご覧ください。 

『問９（３）　認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか』では、「いいえ」が 

８８．４％を占めており、『問９（３）』において「はい」と回答した方の中で、『問９（４）　それはどなたですか』と

いう設問では、「配偶者」が３７．０％で最も高くなっています。次いで「親」が３３．６％、「本人」が１６．８％で

続いています。 

『問９（５）　認知症に関する相談窓口を知っていますか』では、いいえが８１.０％でした。 

９８ページをご覧ください。 

【１０．人生会議（ＡＣＰ）について】も、今回新規の市の独自項目となります。 

『問１０（１）　「人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」について知っていますか』では、「知らな

い」が８１．５％を占めています。 

１００ページをご覧ください。 

『問１０（３）　将来、寿命が近づいたとき、どこで過ごしながら医療・ケアを受けたいですか』では、「自宅」

が３９．１％で最も高く、次いで「わからない」が２６．０％、「病院」が１８．０％で続いています。 

１０２ページをご覧ください。 

【１１．介護保険制度について】の中で、『問１１（１）　介護保険の申請や介護保険サービスを利用するの

に抵抗がありますか』の回答は、「ない」が８４．３％を占めています。 

１０３ページをご覧ください。 

『問 11（１）』において「ある」と回答した方のうち、『問１１（２）　理由はなんですか』では、「制度自体がよく

わからないから」が５２．７％で最も高くなっています。次いで「人の世話にならず、自分でやっていきたいか

ら」が３８．２％、「手続きが難しいから」が２８．９％で続いています。 

１０４ページをご覧ください。 

【12．地域包括支援センターについて】の設問です。 

『問１２（１）　高齢者が自立して生活できるよう相談にのったり、福祉サービスの利用につないだりする支

援や介護予防などを行っている｢地域包括支援センター｣が市内にあるのを知っていますか』では、「知って

いる」が５０．６％、「知らない」が４８．０％です。 

１０６ページをご覧ください。 

『問 12（１）』において「知っている」と回答した方で『問１２（２）　どこで知りましたか』では、「市の広報誌」

が３７．２％で最も高くなっています。次いで「市の介護保険制度ハンドブックや介護保険ガイドブック」が 

３０．１％となっています。 

１０８ページをご覧ください。 



 こちらも今回新規の市の独自項目である、【13．福祉情報の収集について】です。 

『問１３（１）　介護や福祉、イベントや防災の情報など、行政や地域の情報を何から得ていますか』では、

「市の広報誌」が７７．８％で突出しています。「地域の回覧版」が３７．４％、「新聞・雑誌」が１７．２％で続い

ています。 

１１１ページをご覧ください。 

『問１３（２）　スマートフォンまたはタブレット端末を持っていますか』では、「持っている」が７３．９％を占め

ています。 

１１２ページをご覧ください。 

地区別では、『川西南中学校区』では「持っていない」の割合が他の地区と比べて高くなっています。 

１１３ページをご覧ください。説明を割愛しておりました《Ⅲ　健康リスクの状態について》です。 

活動性や生活機能が低下して要介護状態となるおそれの高い高齢者を把握するために、「運動器」「転

倒」「閉じこもり」「低栄養」「咀嚼」「口腔」「認知機能」「うつ」の８項目について、ニーズ調査の結果から、国

のマニュアルに沿って判定を行なったものです。１２ページから４５ページまでと、７３ページから７５ページの

項目にあった各設問の選択肢の内、網掛けの選択肢を回答した人がリスクの対象となります。リスクごと

に、決められた個数の回答があった場合に、リスクがある高齢者として判定されます。各項目についてご説

明いたします。 

１１４ページをご覧ください。 

【１．運動器の機能低下について】です。運動器の機能低下している高齢者に関する設問で、『運動器の

機能低下「あり」』は１５．６％となっております。 

１１５ページをご覧ください。 

性別では、『女性』は『男性』に比べて「あり」の割合が高くなっており、年齢でみた場合、年齢が上がるに

つれて「あり」の割合が高くなっています。 

１１６ページをご覧ください。 

【２．転倒リスク】では、該当設問　体を動かすことについて、『過去１年間に転んだ経験がありますか』の

項目です。転倒リスク「あり」は３２．７％となっており、年齢が上がるにつれて「あり」の割合が高くなっていま

す。 

１１７ページをご覧ください。 

地区別では、『多田中学校区』では「あり」の割合が他の地区と比べて高くなっています。 

１１８ページをご覧ください。 

【３．閉じこもり傾向】では、同じ設問で『週に１回以上は外出していますか』の項目で、閉じこもり「あり」は

１９．７％となっており、年齢が上がるにつれて「あり」の割合が高くなっています。 

１１９ページをご覧ください。 

地区別では、『緑台中学校区』では「あり」の割合が他の地区と比べて高くなっています。 

１２０ページをご覧ください。 

【４．低栄養状態】では、該当設問　食べることについての『ＢＭＩ値と６か月間で２～３kg 以上の体重減少



 がありましたか』という項目で、低栄養状態「あり」は１．４％となっています。 

１２１ページをご覧ください。 

【５．咀嚼機能の低下】で、咀嚼機能の低下が疑われる高齢者になります。該当設問　食べることについ

て、咀嚼機能の低下「あり」は２９．１％で、年齢が上がるにつれて「あり」の割合が高くなっています。 

１２２ページをご覧ください。 

【６．口腔機能の低下】は、口腔機能の低下が疑われる高齢者の該当設問　食べることについてで、『半

年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか』の項目が該当し、口腔機能の低下「あり」は２５．９％とな

っており、年齢が上がるにつれて「あり」の割合が高くなっています。 

１２３ページをご覧ください。 

【７．認知機能の低下】では、該当設問　毎日の生活について『もの忘れが多いと感じますか』が該当し、

認知機能の低下「あり」は４４．０％となっており、年齢が上がるにつれて「あり」の割合が高くなっています。 

１２４ページをご覧ください。 

【８．うつ傾向】では、該当設問　毎日の生活についての項目で、うつ傾向「あり」は４１．２％となっていま

す。こちらも、『８０歳以上』では他の年齢層と比べて「あり」の割合が高くなっています。 

以上で、｢資料１　川西市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（速報版）｣の説明を終わります。 

続きまして、｢資料２　川西市在宅介護実態調査結果（速報版）｣について、担当を変わりましてご説明いた

します。 

 事務局 
 

失礼いたします。続きまして「資料２　川西市在宅介護実態調査結果（速報版）」につきまして、介護保険

課　福丸よりご説明させていただきます。ご説明に先立ちまして、ジャパンインターナショナル総合研究所か

ら調査概要についてご説明させていただきます。 

 ジ ャパ

ン総研 
調査の概要について説明させていただきます。｢Ⅰ　アンケートの概要」のページをご覧ください。こちらの

調査は、要介護状態にある高齢者の皆様の在宅生活の継続、家族介護者の状況などを把握するために行

っているものです。 

今回の調査は、「Ａ票」「Ｂ票」「Ｃ票」から成り立っておりまして、「Ａ票」と「Ｂ票」につきましては、基本的に

全国共通の調査がほとんどとなっております。「Ｃ票」については、今回、川西市の方でお聞きをしておりま

す認知症関連や人生会議などの質問が入っております。今回の実施概要につきましては、在宅の要介護・

要支援認定者のうち、令和４年１２月 1 日以降に介護認定を更新された方などを中心に１，２００名の方にア

ンケートを送りして回答いただいております。 

調査期間は、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査と同じ１月２４日から２月１０日までとなっております。 

今回、１，２００名に配布したうち、回答をいただいた方は６７４件で５６．２％の回収率になりました。こちら

の調査は、国の指針として最低限確保するのが４００件ということなので、その１．５倍以上となっておりま

す。 

報告書の見方は｢資料１　川西市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（速報版）｣と同じでございま



 す。以上で概要の説明を終わります。 

 事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 

それでは、調査結果の説明をさせていただきます。 

資料２ページ、【Ａ票　調査対象者様ご本人について】でございます。 

『問２　あなたの世帯構成について教えてください』という設問ですが、「夫婦のみの世帯」が、３９．０％と

なっており、最も高い値となっております。 

続きまして資料３ページの『問３　現時点での施設等への入所・入居について検討していますか』につきま

しては「「入所、入居は検討していない」が６４．７％を占めております。 

続いて資料４ページ、検討されている方について年齢別でみてまいりますと、おおむね年齢があがるにし

たがって入所・入居を検討している方が増えている状況でございます。 

続きまして資料５ページ、『問４　ご本人が現在抱えているできる疾病はありますか？』という問いに対して

ですが、｢認知症｣というお答えが４０．９％で最も多くなっております。続いて｢眼科・耳鼻科疾患、（資格・聴

覚障害を伴うもの｣が２２．４％と続いております。 

資料７ページをご覧ください。 

この回答を年齢別で見てみますと、「認知症」につきましては、８０歳を境にしまして８０歳以上になります

と割合が高くなっております。また、「筋骨格系疾患」については９０歳以上になりますと割合が高くなってい

る状況でございます。 

続きまして資料８ページです。 

『問５　令和４年１２月の１ヶ月の間に、住宅改修や福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービスを利用

しましたか』という問いに対しては、「利用した」というお答えが６２．６％となっております。 

資料９ページをご覧ください。 

介護保険サービスを利用してしない方について、その理由をお尋ねしておりまして、利用していない理由

としましては、「家族が介護をするため必要ない」が３０．２％で最も高くなっておりまして、次いで「現状では

サービスを利用するほどの状態ではない」が２６．３％と続いております。 

続きまして資料１１ページ、『問８今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスはありますか』と

いう問いに対しまして、「移送サービス（介護・福祉タクシーなど）」が３４．６％で最も高くなっており、次いで

「特になし」が２４．２％、「外出同行（通院・買い物など）」が２２．３％と続いております。 

資料１４ページをご覧ください。【Ｂ票　主な介護者の方について】です。 

『問１　ご家族やご親族の中で、ご本人様の介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた方はい

ますか』という問いにつきましては、「主な介護者が仕事を辞めた（転職を除く）」が８．３％となっておりまし

た。これを性別との関係で見てまいりますと、主な介護者が退職をされる場合は、男性よりも女性が多いと

いう結果となっております。 

資料１５ページをご覧ください。 

『問２　主な介護者はどなたですか』という本人と介護者との関係を問う設問で、「子」が４７．７％で最も高

く、続いて「配偶者」が３８．３％となっております。これを性別で見てまいりますと、配偶者の場合は「男性」



 が多く、子の場合は「女性」が多いという結果になっております。 

資料１６ページの『問３　主な介護者の方の性別はどちらですか』ですけれども、「女性」が６４．３％を占め

ております。 

資料１７ページ『問４　主な介護者の方の年齢は何歳代ですか』という問いですが、「６０代」が２６．０％で

最も高く、次いで「８０歳以上」が２５．６％、「５０歳代」が２１．１％と続いております。 

資料１９ページをご覧ください。 

『問５　現在、主な介護者の方が行っている介護等があればお教えください』という問い対しましては、「そ

の他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が８２．８％で最も高く、次いで「金銭管理や生活面に必要な諸手続き

が」７９．１％、食事の準備（調理等）が７６．５％と続いております。 

資料２１ページをご覧ください。 

『問６　現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等はありますか』とい

う問いですが、「認知症状への対応」が４４．６％で最も高くなっております。次いで「外出の付き添い、送迎

等」が３４．９％、「夜間の排泄」が３４．１％、「入浴・洗身」が３２．５％と続いております。 

資料２２ページをご覧ください。 

この設問に関しまして、性別との関係で見て参りますと、「男性」は「女性」に比べて、「入浴・洗身」「衣服

の着脱」「外出の付き添い、送迎等」「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」の割合が高くなっており、「女

性」は「男性」に比べて、「認知症状への対応」の割合が高く出ております。 

資料２３ページをご覧ください。 

『問７　主な介護者の方の現在の勤務形態をお教えてください』という設問ですが、働いていないとの回答

が６１．７％で最も多く、パートタイムで働いているが１７．６％、フルタイムで働いているが１５．４％と続いて

おります。 

資料２４ページをご覧ください。 

『問８　主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしていますか』という

設問です。「介護のために労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出、早帰り、中抜け等）しながら働い

ている」が４２．９％で最も多く、「特に行っていない」「介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）を取りなが

ら、働いている」が２３．９％で続いております。 

資料２５ページをご覧ください。 

『問９　主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効果があると思い

ますか』という設問です。「介護休業・介護休暇等の制度の充実」が３１．９％と最も高く、次いで「労働時間

の柔軟な選択」が２５．２％、「制度を利用しやすい職場づくり」が２３．９％、その次、「介護をしている従業員

への経済的な支援」が２３．３％と続いております。 

資料２６ページをご覧ください。 

『問９　主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか』という問いです。 

「問題はあるが、何とか続けていける」が５６．４％で最も多く、「続けていくのは、やや難しい」が１０．４％、

「問題なく、続けていける」が９．６％と続いております。 



 資料２７ページをご覧ください。ここからが【Ｃ票　高齢者に関する課題について】の設問です。 

『問１　認知症の予防や早期発見に関し、どのような支援や仕組みがあればよいと思いますか』という問

いに対しましては、「認知症の検査を検査を近所で受けられる場所や仕組み」が４３．６％で最も高くなってい

ます。次いで「認知症の専門医に相談できる場所や仕組み」が４３．３％、「認知症診断医療費の助成」が３

３．４％で続いております。 

資料２８ページの下段をご覧ください。 

この設問に関しまして、年齢との関係を見てまいりますと、６５歳以上７０歳未満では「認知症の検査を近

所で受けられる場所や仕組み」、７０歳以上７５歳未満では「認知症の予防や早期発見に関するチェックリス

トやパンフレット」、「認知症診断医療費の助成」、７０歳以上７５歳未満及び９５歳以上では「認知症の専門

医に相談できる場所や仕組み」の割合が高くなっております。 

資料２９ページをご覧ください。 

『問２　あなたや家族が認知症になった場合、どのような支援やサービスがあればよいと思いますか』とい

うという設問です。 

「入所して支援を受けることのできる施設」が４６．６％で最も高くなっています。次いで「医療費に対する

助成」が４０．４％、「通所して支援を受けることのできる施設」が３７．５％と続いております。 

資料３１ページをご覧ください。 

この設問に関しまして、年齢との関係を見てもらいますと、６５歳以上７０歳未満では「医療や福祉の専門

職の訪問を受けて、個別に相談や支援を受けることのできる仕組み」「認知症の症状が原因で他の人や物

に損害を与えてしまったときの補償」、６５歳以上７０歳未満及び９０歳以上９５歳未満では「入所して支援を

受けることのできる施設」、９５歳以上では「医療や福祉の専門職に相談できる場所」の割合が高くなってい

ます。 

次に資料３２ページをご覧ください。 

『問３　調査対象者ご本人様は認知症または認知症のような症状がありますか』については、「はい」が 

４７．０％で最も高く、次いで「いいえ」が３５．０％となっています。 

資料３３ページをご覧ください。 

この設問について、年齢との関係をみてみますと、『８０歳未満』では「はい」が３０から３５％程度に対しま

して、８０歳以上では５０％前後となっております。 

資料３４ページをご覧ください。 

『問４　認知症に関する相談窓口を知っていますか』については、「いいえ」が６９．６％となっております。 

資料３５ページをご覧ください。 

『問５　現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか』については「大変ゆとりがある」と「やや

ゆとりがある」を合わせた数値が５．３％、「ふつう」が５１．８％、「大変」と「やや」を合わせた苦しいが３９．

４％となっております。 

資料３６ページをご覧ください。 

『問６　現在、調査対象者ご本人様のために家族が負担している費用はありますか』について、「負担はな



 い（本人の年金等の収入や資産でまかなえる）」が 4３．０％で最も高くなっており、次いで「日常の生活費」

が３４．１％と続いております。 

資料３８ページをご覧ください。 

『問７　「人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」について知っていますか』については、「知らな

い」が７７．９％となっております。 

資料３９ページをご覧ください。 

『問８　自分の医療・ケアに関する希望について、周囲の信頼する人や医療・福祉専門職と話し合ったこと

はありますか』という設問です。「話し合ったことはない」が５２．８％、「一応話し合ったことはある」が 

３０．６％となっております。 

資料４１ページをご覧ください。 

『問９　将来、寿命が近づいたとき、どこで過ごしながら医療・ケアを受けたいですか』という設問です。「自

宅」が３８．１％で最も高く、次いで「分からない」が２５．５％、「病院」という回答と「介護施設（老人ホームな

ど）」という回答がともに１５．６％と続いております。 

資料４２ページをご覧ください。 

『問１０　介護や福祉、イベントや防災の情報など、行政や地域の情報を何から得ていますか』について

は、「市の広報誌」が５７．１％で最も多く、「地域の回覧板」が２５．５％、「テレビ・ラジオの放送」が２４．２％

と続いております。 

最後に資料４４ページをご覧ください。 

『問１１　スマートフォンまたはタブレット端末を持っていますか』について、「持っている」が５７．４％、「持っ

ていない」が３９．２％となっております。 

以上、「資料２　令和４年度　川西市在宅介護実態調査結果報告書（速報版）」について概要をご説明をさ

せていただきました。 

続きまして、『資料３　「川西市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画｣及び｢認知症対策アクショ

ンプラン｣策定スケジュール」』についてご説明いたします。 

川西市では、令和５年度に令和６年度から３年間の計画期間であります「川西市高齢者保健福祉計画・

第９期介護保険事業計画」を策定いたしますけれども、これと合わせまして認知症の早期発見から家族支

援、認知症になっても暮らせるまちづくりを一体的に進めるということを目指しまして、「認知症対策アクショ

ンプラン」の策定を行うとしております。この認知症対策アクションプランにつきましても、介護保険運営協議

会の中でご意見をお伺いしながら策定してまいりたいと考えておりますので、併せてスケジュールをご説明

させていただきます。 

もうすでに始めておりますが、各地域団体をはじめとした皆様に意見をお聞きする取組を進めておりま

す。その質疑が本日の川西市介護保険運営協議会でございまして、計画策定に向けた各種調査の速報結

果をご報告させていただいております。４月上旬には、認知症対策アプションプランの意見集約を行い、 

５月から６月にかけまして計画策定に関する市民ワークショップを市内１４地区で実施させていただく予定と

しております。また６月には、介護サービス事業者の皆様からご意見をお聞きする機会を設けようと考えて



 おります。 

その後、意見をお聞きした内容をふまえまして、７月の上旬にこの川西市介護保険運営協議会を開催い

たしまして、現在の計画の進捗をご報告させていただいたうえで、第９期介護保険事業計画と認知症対策ア

クションプランの骨子案をお示ししたいと考えております。ここでご意見をお聞きしまして、その後８月から１０

月は計画策定の作業を進めまして、１０月下旬に川西市介護保険運営協議会を開催し、計画と認知症対策

アクションプランの素案をお示ししまして、ご意見を頂戴したいと考えております。そういったご意見をふまえ

まして、１１月の下旬には計画案としてとりまとめしたいというふうに考えております。また、１２月の下旬には

川西市議会の方にこれらの計画案について、ご説明をする機会を設けたいと考えております。 

その後、令和６年１月にパブリックコメントを実施いたしまして、市民の皆様から広くご意見を頂戴したいと

考えております。合わせまして、第９期介護保険事業計画期間に係る介護保険料を定める必要がございま

すので、１月の下旬には、川西市介護保険運営協議会を開催いただきまして、第９期計画期間の介護保険

料についてご協議をいただきたいと考えております。そういった皆様のご意見をふまえまして、２月の下旬か

ら始まります川西市議会の３月定例会に介護保険条例案、介護保険料の改定を含む条例を上程したいと考

えております。そして３月下旬に川西市介護保険運営協議会を開催いただきまして、完成いたしました第９

期介護保険事業計画と認知症対策アクションプランについてご報告させていただく予定としております。 

今のところ、このような形で進めてもらいたいと考えておりますけれども、川西市は令和５年度は総合計画

をはしじめとしまして、数多くの計画の改定が重なっております。総合計画を頂点といたしまして、福祉の関

係で申しますと、地域福祉計画というのが福祉の分野別計画としてございまして、高齢者保健福祉計画や

介護保険事業計画があるといった階層構造になっておりますので、そういった関連する計画と整合をとりな

がら、策定作業を進めていく必要がございますので、このスケジュールが若干前後する可能性がありますこ

とをあらかじめご承知いただければと考えております。以上、各調査結果ついて速報のご報告と策定スケジ

ュールのご説明を終わらせていただきます。 

なお、この後にご意見・ご質疑を頂戴いたしますけれども、資料配付が当日となりましたので後日に資料

をお読みいただきまして、新たにご意見・ご質問などでてくることもあるかと思います。お手元の意見提出書

と返信用封筒を置かせていただいておりますので、こちらにてご提出いただければと思います。よろしくお願

いいたします。事務局からは以上となります。 

 会長 

職務 

代理者

説明は終わりました。 

本件について、ご意見、ご質疑等はありませんか。 

 委員 資料１の６５ページの設問が『友人・知人と会う頻度はどれくらいですか×年齢別』となっておりますが、 

６３ページの設問と内容が一緒です。『よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか×年齢別』が正しい内容

ではないでしょうか。 

　

 事務局 ご指摘のとおりです。訂正させていただきます。 



 

 委員 「認知症対策アクションプラン」について、私たちが以前からキャラバンメイトとして開催している認知症サ

ポーター養成講座との違いを教えていただきたい。 

 事務局 「認知症対策アクションプラン」を担当している田中よりご説明いたします。 

川西市では以前から認知症施策について着手しておりそれぞれで取組をしているところだが、簡単に言う

と、それらをより動かし加速させて進める、いわばエンジンみたいな部分が認知症対策アクションプランであ

るという捉え方をしていただけたらと考えております。現在、認知症施策の各取組をより一層進めるためにど

うしたらいいか、実際に地域で活動していただいている方々や団体の方々からご意見を伺っているところで

す。新たなものをつくるというよりも今あるものを再スタートさせるような位置づけと考えております。 

 委員 現状では認知症に対してケアができていないという意味でしょうか。 

 事務局 そうではございません。例えば、地域包括型認知症ケアネットというのを４年前に地域の皆様で座談会を

開いて住民の皆さんと一緒に策定しており、この中には個人、家族、事業者及び行政が認知症の状態のう

ちどういうことに取り組めば認知症になってもこのまちで暮らしていけるかという大きな指針のようなものを策

定しております。この４年間、コロナ禍の影響もありなかなか進んでいないところがあるので具体的にどのよ

うなことをいつまでにするのか決めていかないと具現化しないと思うので、それをアクションプランの中で詳し

く決めていけたらと考えております。 

 委員 私たちの地域では SOS という形で行方不明者をお探しする取組をしておりました。この３年間はコロナ禍

もあり、認知症に対して意識が高い方がたくさんおられるのか、探してくださいという方がこの３年間いらっし

ゃらなかった。しかし、今回のアンケート調査を見たところ、認知症に対してすごく心配されていると掲載され

ており、認知症で行方不明になったというものは川西市でもあまり今年度は流れてこなかったと感じておりま

す。ですので、認知症対策アクションプランの進め方について具体的に教えていただけますでしょうか。 

 事務局 地域支援ネットワーク構築事業として取り組んでいる「行方不明者ＳＯＳネット」についてのお話かと思い

ます。この取組については、行方不明者の届出は一定数あるけれども、皆様に配信する前にその方が見つ

かる場合やファックスからメールに配信方法の仕組を変更している点、靴ステッカーの取組など今までの積

み重ねの効果が出てきていると思います。また、ＧＰＳ機能がこの何年間で進歩しているので、認知症対策

アクションプランの中で従来のＧＰＳ機器を最新のものに変えていくような検討をしたいと考えております。 

 委員 資料１の１１４ページ【１．運動器の機能低下】の下段、図表の中では「あり」が１５．７％となっているが、

文章では１５．６％となっている。資料２の４１ページ『問９　将来、寿命が近づいたとき、どこで過ごしながら

医療・ケアを受けたいですか』の回答についても、図表では「病院」「介護施設（老人ホームなど）」がともに 

１５．６％であるが、文章では「病院」が１５．６％となっている。「介護施設（老人ホームなど）」も加えていただ

けたらと思います。 



 

 事務局 ご指摘のとおりです。訂正させていただきます。 

 委員 「川西市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」と「川西市在宅介護実態調査」の報告を聞きまして、前者

の資料では性別や年齢という属性別の記載がありますが、後者にはそういう属性分けしたものが載ってい

おりません。国が示す基準に基づいてやっているから仕方がないという捉え方でよろしいですか。 

　

 事務局 調査の設計上のことで、「介護予防日常生活圏域ニーズ調査」は、日常生活圏域ごとのニーズや課題を

明らかにすることを目的としていて、調査対象者の抽出の段階でそれぞれの圏域ごとの人数を人口比に合

わせるなど調整をしたうえで対象者を抽出しているため、地区別に分析しております。 

一方、在宅介護実態調査は対象者がニーズ調査ほど母数が多くないので地区別の抽出はしておりませ

ん。令和４年１２月１日以前に介護認定調査を受けた方に対して調査をしているため、サンプルに無作為性

がないということから地区別の分析はできないということになっております。 

 委員 地区別の分析に関しては理解しました。ただし、わかりやすさの観点からできることなら両方の調査で性

別や年齢の分析があったほうがいいと思います。 

 委員 資料２の８ページ『令和４年１２月の１ヶ月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サ

ービスを利用しましたか』という設問について、介護サービスを使われている方が回答者の３分の２くらいで

ある中、これらの年齢層の方が介護サービスを利用しているパーセンテージと、回答されている内容とでど

のくらい差がありますでしょうか。川西市は６５歳以上の方の介護保険サービス利用率はそんなに高くなか

ったと思いますが。 

 事務局 介護実態調査については、介護認定調査を受けた方が対象なので、認定調査を受けた方の中で住宅改

修や福祉用具以外に継続的な介護保険サービスを使っていらっしゃる割合をこちらでも示しております。同

じ年齢層の中でどれくらいの方がサービスを使っているのかは今手元に資料がないのでお示しできません。 

 委員 例えば、調査を受けられた対象の方が３分の２くらいが介護サービスを使っているのだったら、だいたい

同じくらいなのでしょうか。介護サービスをたくさん使っている人が困っているから、たくさんアンケートに答え

ていただけたということなら、それはすごくいいことと思いながらお聞きしました。 

 委員 今回の調査結果は非常に参考になりました。介護事業所として、現在取り組みたい内容やこの先想定し

ていることがたくさんあります。介護保険や公的サービスを主に行っている事業所に加え、社会貢献活動と

か幅広くいろいろな活動を行う事業所では、健常といわれるそれ以外の方、妊婦さんとか怪我をされている

方にご利用いただけるような活動をしておりまして、これらの活動に活用できるような、参考になるようなこと

がたくさんあって今後も地域の方のために使っていけたらと思います。この資料をいただいて良かったです。 

 委員 この調査結果は公開するのでしょうか。 

 事務局 新しい介護保険事業計画計画ができ次第、当該計画と同時に公開する予定です。 



 

 委員 民生委員として見守りを行う中、一人暮らしの方でも認知症の方が増えてきたのが現状です。夫婦二人で

暮らしていてもどちらかが病気になったのをきっかけに症状が発生するのではと思います。この前、「認知症

対策アクションプラン」でアンケートを行っていたが、その結果は知らせていただけるのでしょうか。回答した

福祉委員や民生委員はアンケート結果を気にしていると思います。 

 事務局 今年に入りまして、民生委員、児童委員及び地区福祉委員の皆様にご協力いただきありがたく思っており

ます。アンケート用紙を回収し、現在市で集約しているところでございます。 

今後の流れをご説明しますと、まずは集約した意見と本日のアンケート結果について、市内７つの日常生

活圏域に所在する地域包括支援センターの地域支援推進員、川西市の認知症対策アクションプランの担当

者及び川西市社会福祉協議会のコミュニティワーカーの三者で結果及び地域課題を共有し、優先される施

策を検討していきたいと考えております。 

そこでまとまったものを川西市社会福祉協議会のコミュニティワーカーさんにフィードバックさせていただこ

うと思っており、その時点で何かお示しできると考えております。 

 会長 

職務 

代理者

他にご意見、ご質疑等はございませんか。 

それでは、他にご質疑等もないようですので、協議事項「川西市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険

事業計画策定に向けた各種調査について」は、以上で終わります。 

以上で、本日予定していた議事は、全て終了しました。 

事務局から連絡事項等はありますか。 

 事務局 

 

事務局から４点ございます。 

まず、１点目が多田地域包括支援センターの移転でございます。 

本日、お配りしております「こんにちは！地域包括支援センターです」という資料の一番最後のページをご

覧ください。各地域包括センターの連絡先や担当圏域を載せております。その上から４つ目に多田地域包括

支援センターを記載しております。これまで協立温泉病院の方に設置しておりましたが、令和５年２月１３日

に平野２丁目の方に移転をいたしました。具体的には、大きい道路の向かい側をちょっと進んだところにau

ショップがあったと思いますが、そこに移転をしております。 

続きまして、福祉部長の山本が令和５年３月３１日をもちまして退職いたします。一言、皆様にご挨拶を申

し上げます。よろしくお願いいたします。 

〈以下、山本部長〉 

福祉部長の山本です。皆様には大変お世話になっております。私、ちょうど明日で定年退職になります。 

４月からは、明峰公民館長として仕事をします。私の後任は、福祉部副部長の高塚が４月から福祉部長とな

りますので、どうかよろしくお願いいたします。 

私、平成２５年に介護保険課長になりまして、そこから１０年間介護に関わってまいりました。その間に、川

西市介護保険運営協議会を開催させていただきまして、皆様から活発なご意見やご議論をしていただきま

して、川西市の高齢者のために皆様がどれだけ汗をかいて介護保険事業計画をつくっていただいたのかを



 身にしみてわかっております。委員の皆様には頭が下がる思いでございます。 

私は計画策定年度である令和５年度にはおりませんが、他の者が頑張ってやりますので、計画をつくって

いくなかで、活発なご意見やご議論をまたよろしくお願いいたします。今までどうもありがとうございました。 

 

事務連絡が２点ございます。 

１点目は、協議事項の中でご説明させていただきましたが、今回ご報告いたしました調査結果（速報版）

につきましてご意見・ご質問がございましたら、お配りしております意見提出書にご記入をいただきまして、

返信用封筒にて、お忙しい中恐れ入りますが、４月１４日（金）までにお送りいただきますようお願いいたしま

す。 

２点目は、こちらも先ほどスケジュールの方で触れさせていただきましたが、令和５年度第１回の本運営

協議会につきましては、７月の上旬の開催を予定しております。日程が決まりましたら、改めて書面でお知ら

せいたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。事務局からは以上でございます。 

　

 会長 

職務 

代理者

以上をもちまして、令和４年度第３回川西市介護保険運営協議会を閉会いたします。委員の皆さま、お疲

れさまでした。


